
2i12 工 粟 火 ,E 仏 女 riE g'17を 郊 3 hl

電気雷管に関する研究 (第7鼓)

試 料 点 火 薬 の 合 成 に つ い て

(昭 和 31年 77J20rl 受 P.I)
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(El本化実根米金融折JtlL乍茶所)

持 論 崇 三芸 ;三言 :

F;捕王に加 ､て脚 は屯米田官用点火菜について主 叫 m一二tPフ⊥/-汁

として海外で如何なる研究が行われ 又如何なるもの /'ニT｡フ⊥/-JL･,21

r･一ニ t-I;7iノー

7 【/ I-/i' 3-I

が任用さ1ptで燕たかJLl･述べr=｡-1}我が国では昭和23 中性及び塩基性鉛姐を遍び,叉.比収のT=めl二段菊Iの戸

年頃造花碇の周児に批紙状鰍 を押入LT=新訂綿繋式 火St(ジア′ジニ1-ロフェノール,T トク-I_ソ,及びJ

点火尖が使用されていたが.無uス摂発現宋百一庁の出 ニ tt]ソV/′レシソ給を峻用した｡

現によりuスを多灘E=発生するこの種の点火薬は無札 未熟 =おいてほ,これらのfLL火鍬 こついて耽々が琵

達発電乾田fF7用点火繋としてはもはや十分な既堤を有 つT～合成法を前掛 こ紀する｡

していないことがわかつJこ.又雷管の重機 長井もLia

数式はその議長と共に次執 二大と1j'I)遂l=は雷管の不
第 2章 点火薬の合成

完ま萎 (半溝)現象を見ることも明らかと7'_-り良欠正式 2]) 2-ニトE7L'yル･/ン流

に比して劣ってp,1,-Jことも分って衆 に.かくて現在我 n) 2-ニトロVブルシン

が国では綿実式点火娘は完全にその姿を消し,呼ら瓜 2-ニT-F7i/ゾJt-シソは船Jr85'Cの旺色の結晶でV

火玉が使用されている｡ ･/I/シソからス′レ71ソ化,ニ トTl化,A;L-ホン茶の節

我々は花泉胃管m F上必要なJ!T火発の諾蛸 の合格 脱の三l没帽も億 で合成される｡比応式は次の通?)であ

畝 ru数値を枚打TるE:当り合此庶火#_のニトロ2&の放 る｡

及びその位置噂声火雛の化等:構造と蛭有望との関族を知

OrT
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/＼ ･L2Hさ〇一
㌧ノーOH
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-"O$ll))一｡Ⅰ{ ･2H,0

S0;H

OH Otf
1 ～

HOIS-()-.H +H"Ou 叫 S-()=b" 打 NP
l l
SOiFf SOafr

O11 0H
l l

HO3S-()=6"HO･ 岬 p - ()認 + 2H$O･
t
SOlH

ス,vfkン化.三つ 口7クモコに V′ル!,ンの ?(割,t カン化を完全に行う.沼庶轍を･岨脚しても反瓜 ま退行

の1693発煙流転 (,I-IB'75)Ti･入Jl, 冷却塔糾 ′つつ するが,生成物の収丑が箸干少TJ･く/̂ る.

30lc以下でVゾルyソTJ少La発添加 す る.添 加終了 ニトF7化｡泥酔土1673発鯉卜既俄40,97% 硝酸13の

技漸次塩生i･上昇して 80-noCで2時間加黙 し ヌル 比の配合物を使用する. 硝鶴が磯 臆の 12-I3f琵
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のとき漁もqt叫がtl･.スJ･-ホン化物中Lこ冷却BZ拝し

fL-がら】0-3'cl-_於て況熊,'f添下す ,-A.涌~l技60■C
で2時T,n維剛 と/t･行 ).

スルIhソおのNE脱｡ニトTT化物を冷却して(a)長文は

それ以上の水rL･加九て冊和し 115-ほ5oCの消弧で水

落を【蕪辞を･斤7.こrJA1-の温班-eL...スルThソ鵡がだ

れず,払って2-ITIPL' /ルyソが生成し'Lい.潤出

物を冷却して桁tIけ る赤色臼状の=-言 い ･レ･/^･シ ソ

をSZAL,冷水で5:E#後位t魚十る.u見こi♯高相i丘

の68,4であら.

b) 中性-21ユIT･レ′ル!,ン鈴

2-ニト=LJ./Jt･y ///粉砕して水一こせ熊∈せ 55-

60'C で且肘 の 50-7ユタ.'の椴化マ7ホシ.)ム常夫

を十分汝拝しながら加えると.殆んとが溶液とIA･r)媒

赤色rl･昌する.不耶妨 分 を 温逢して払 いこ故.55-

60'clこて汝挿し1=がら艦 tの丘diEl文r土成触

Tf,iti･fz那 十ると 2-ニトF1/′′ンシソ舟のWlるい褐色

沈際を生｣t7..L芯地して水まを十分行.Iqo'Cで榊

す,L 実だ亀例i･拳けると次の為りである｡

2-占ト.JL′ルi,ソ 30g,)伯OccIIと〇

九lgO ､2g

Pb(CILCOO)亡 63gJ200cclI-.0

I七五 6Cg
c) 竣払性-〇一品 t･I,L,I/ルシソ鈴

2-こ い･V/ルシソLtJt.:=対し,苛性ソーT lt

〟,研鮒 2･L･'L･/L･放mする.盲‡睦 y-g l奴鞘 を

50-55'cE=て珊 准将しその*Lニ2-こい レ.//i,シ

ソの輸ヨミTi･少正和加えてrr',鰐する.把は柵功三色をLlす

ら.次に輔鮒 水rf''液7:e50-55●cE=て軒下すると鴇

色の紛姐の柵 ri,生す る.最後t二筋俄/r少丘加えて

p11を6∂肘近I二十る.轍 例ri

2-ユ h･I,y JLシl/ 2Os
NaOH 2OgI肋 亡的O

CH.Coonr叫 /lCb:C1IP)10cc

Pb(ZiOコ)t ICDd5CbcH･P

牧丑 36冒

2･2) コ',･'ニ トuV/ルシソ鈴

n) 2･'-●ェいrt,ブルシン

21ニトE7V′ルシソrl･所鼓 (A-I51)で つ●clこ於

てニトF･化1/-Jと集成十る｡銑転の丑はa)王り多-と

技の厳の耶 1-申救IJtかかI),又少11-いと反応典の冷

却!=牢糊がかかる.
比況 15Lの柑供3ccccJi･C9cE=保ち,9.I]しく鞍

持しIAlがち倉田く粉砕LT_2-ニ トT7Vt//レ'/ソ60g を

少蒐宛加もる｡沸乃I掛 ～分rLZl偉梓fi,挽け 次いで4Lの

汰水中に泣入すると2･1-1>'エ ーUVゾJL･シソの双生批

磨,'i･生する.これi･池 し氷水でよく淡推しに1長乾蜘

する｡氷水11･RI用するのは2･ト/'ニトロV/Jt･リンの

水溶性が大L;TYしわである｡耽1.t占4g(秋冷の83,%')9

反応は次≠こてiiわ召いる｡

oll OH l
I I

(1=5'2'+"NOl- ()=昌3' '"'o
NtO!

b) *性 2･1-ジこ Itlレt/ル3,ノ約

2<->'占 い 7V･/ル･/ソから中性2･4-ノェ If,レ′

/-シソ穀Tip公LJ111る方法は2-こ 1･E･V /ル yかr)中

性2一二I .,V /ルシソ史,i･合成するlJ法と玲んと141じ

である｡

報 例fzをIJると,

反応はJだ 60-古さ●C
2･1-1ニトリ一′JL y ソ l三gJ3∝也H･,0

九lgO 15g

Pb(CIIICOO)2 241g/122ccEl10

生成物 よC註釈Clのf}-1dLである｡

取立 22g

c) .ti凱 2･4->'ニ ILJVl/′レシソ舟

塩iほ性2-ニ トL･L,I/,L,シソ鈴の合成法と拾んと阿L/

である｡

反応7且IRT 50-520C
24･ィ まい･レyJ>レ1/ 20g

yENNnOTI BDOcc
zD,･iPh(NOJ): 6触 C

2071mhTO3 20cc

誘Biは反応1‡丁鎌,冷当ル てから加えて PJirip6附

:丘J=す,-J｡生成物は叉色の色現ヌ三である.

1江丑 59g

2･3) 二･<6-I ニ トt7VゾIL･シソ兎 (スナ7品ン

紙 又は トilyオーT.)

コ) 2･i･6-トフニ ト甘Vブルシン (入ナyこy熊)

V ゾルシソTl･it政柄 で･it/E,Aン化し.之/i･3辞帽で

ニトL7化する｡即ち 日 7クスコに硯政市 (a-181)

360g rlP成 り.48-13◆C で細 LTこ.,/Jt･シソ 60g

をE!拝しながら少順 加える｡LZ広兼の色は赤色より

白色乳恥 こなり吏(:粘掩蔽 とな る｡ 改加抜加蒸して

60.Cに2Ohil脈''J-3椅軒 JL-ら.

ニトt7北部-Tn桁では比Ⅱ 1165の糊恨 144ir/i.捕

下十,-I.温既は B-121C.及和は繊 しい反収鞍の為

にTlW下田頗であるが次餌に野易となr),温JZ息変の恐
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Itは少なくなる.次に比Ⅱ I490の捕鯨 120g74日2●c
l=.t溝1;する.粘虎はニトロ化が迎Uにつ11で救下し

液は次痢Lこ亦色/2相びてくる｡PII=比正 lS以上の誘

較 18Jlを･)2'cl=て清下する.済下が終ると鰍 蛸 ,

0H
I

/＼ +HpSOJ

LノーOH

OH
1

L､＼認 H +洲 0･

スナ7エソ愉 さ軌 扶 175'C の井色鎚血でエナJL･

ナ′レゴール.さナJL･1-ナルl二は祈りるが水にはあま

り狩;けない.

b) 中性2･461†フ占t.,レゾル･/ソ船

純 ソーr L29gをb00 亡Cのzkに洋i併し加黙す

る｡帝王書妓 8〇°c E=伴ってスナ7ニソ点3Dgl_J･加え

る｡牡のEE汲しく沸替するので少魚拓魚粉にして加え

る必軍があるE,2-3時間沸放して CO:Tz完全に過赦

させT′レカt)性がTLくなってから】0ア3冊僚n_,,少俺加え
て plI/25.2m近1こ･1る｡i通過しLrJT7VA,分了(tz岨斗∫こ移

･r.
別に輔積Ril0.5g を水 aeOccにとかし8OIc に加

漁連過し7二浪JEつくりこの中に先の分派tJ斗l妄】の液を

徐々I=】奮下し反応させる,温度一三 80-90oC-で丘狩

を世しく行い旭 か,..f吉良をつ くる必】群がある｡宗野下終

了授 10-ほ分TLqBole 'C戊搾/Z放ける｡辞退水洗捷

1ルゴー Ĵ瓜水し^空乾嫌又は風花する.生山q物はnrt

色の由から､銘品である.収偲 jOLZ.

C) 脳 性2･j0-7･-ニIt･L,′ル･/ソ給

水∝泊亡亡中(=苛性ソー′13gを群併し 70-Cに加

熱して^ナフLン鵡2Ogfz少妨 加えて軒塀 ∈せる｡

清は赤色を点する.JjaLSE液中に 桝 の●ct=て楕

展3857g Lz e00 ccのか こ鮮A写しに紙を読下する｡

発色の地 裁七･生す る｡2CFJ硝較で TIZiを5.0肘近l:

開脚LTこ軽,沈通水鼓し <OoCで彪肘 1-る｡取偲 5C

gQ

21) ○-こ tL･1ェ/-rVBl

a) ル･及びL>こい･?ユノー-

〃-ニ ト177,./-Jt･はこ IL7･<ンゼソの丁 ･̂カZI好

hll=よってb和ら小.又p-ニIT,7L/-ルはp-=I

F]ソ7▲′-Jbから組成よく柑られるがここでは7.1

ノール/どこTLl化するyJ故fL･輯つに.

硝依ソーダ80g.it凍硬くイ-182)1∞gを水2∝)cc

色をEaL,甘千の苅白色沈蔽,i･止る｡次に泡丘を上井

させることな く5Jの淡水中に財 ､すると枯J7zL士分姓

する｡錆血 土十分水洗し乾肘 T'石.qZ丑 503.

反応式

OH

()二aOw,J' +":0

0H

0,"-つ 認 十"p -'2仰

.YOe

l:とかし.症Zl的 コ与■Cにする｡諏しくZr拝しながら

5gのナ ･̂オール巾の7⊥/-ル 50g/T30-35諒J分

で滴下する.茂1'技も305WtLndE梓を放り 次いで L時rrln

ヰ故だする｡2倍等の水で匁頚すると鉢抱色道 明の

heav)〇日が分社する｡掛 物は水で 2-3館 って

から水沢免許泡する｡溶出年如土井白色のp-ニト｡ 7 i

ノーJL-である｡大体これで拐9LIL持晶がけらhるが不

純物の入って1.･るときは水諮尽熱海rz繰返す｡水詣抗

議潜によって*ル Hlけが姓lT..け が土鳩J-Jのはオル ト

体がケt'-ト流せ形成して独立すること(=約･L>らJl.

る.そIIE:対してJ'ゥ体は何分T･か軸合し柑るし文水

分7-をつけ'JJことも川謡るので戎潮する.･･-- トt･フ

ェノーJi･の釈JL25g.

航 抱はEA色であるが 〆官まで11崩し 20g の骨

灰で郡Eiさせる｡これを加那eL過し.冷して柘品化さ

せる｡符托IIおJhを付るI=は 2-3担】骨灰で冊辞しな

け川 ilLら11い.このとき柑らIrtる升色針状耗JLlがJ･-

ニトL･7../-̂ -である｡叩モ】二g.

b) 中性〇一ニトロフェノール鈴

〃-ニトB7.ノー̂ 'lz20'Cの加 =#雨させて 5i

当澱の射 ヒ†y事l/.}_を作用でせて珠旭 の前溝!=

する｡措辞1･死生にする■二め[=虹 技50IC_rで太東

LidLB十,-A.脈 1主0'C まで冷却Lt=榔 積分を作

用させると淡升色沈泊を生ずJ=-a.掛鮒 鮒 の匪鮮温

3OoCではp-/Y状物flが生成して官許増Lこ附J;汁 るの

て冷却して依iRで液TLtJりIrLはfA-r､fJい.E考病例七

草1プると

O-三 I u? ⊥/ -JL･ L5gJ3COCCH亡O

MgO LO8g

Pb(CHJCOO), L758/975cc11っO
lミ11 5Lt

c) 脳 性 p'-こtE,7.1ノール抑

ルー古い. フLノールをその 2倍旬の読了拙 ′一〆水rf羊
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液中l=50一泊oC~で1-li耶させると赤色li･頚する｡iW 牧丘

して不j甘節分Fi,除き.当FRの捕鯨給水拓耽々読下する

温度は同じく50-55'C.大淀の独 /Z生ザるが次に

2O好捕俄を加えて FJIIff65附近に桐原する上欄 抱

の葡 ま半SEする.漣過水洗'.､cL-Cで乾嫌する｡

n-こ IL･フLノーJl･ 20Jg

NaOH L2g,､〔OccHP

Pb(NO3)2 5Oi月/くCOccH三0

/)
NO:
l

竺聖 二空 し () lZ"O'+竺

NA70SOIH
J

NaNO!一川 JSOl /＼＼/LNO,

2･5) rr･-ニ>p7 ▲ノール弐I
a) ･r卜占 トq7.Lノー̂ -

Jtン<'y/Z57ニ トFT<ンtyi妄ニトt･化し次L=アン

tニTの存在で即 ヒ水器 に よ り五分荘元してIlr-ニナ

･'1ニプリとする.これをプア/化し帯化分岸すると

H.0+71'SO●

'J'-ニ >L77ニワン｡ジェトE-<ンゼ ソ 40t;/L･アル

コール 独 :に加わ荊併 し.こllt=28グ∠71ソモエア水

32gを加えて誠 iuを20■cl=伴ちつつ牧 化7k業をJ;和

させる｡次t=逆 光 寸yf ンサーをつけてサ L-7-Ill

スで3吟 間加無し粥び十分冷却∈せてから放化水讃rz

速する｡これを3(.))繰返し生班鞄Lf水で穐明し漣通水

洗する｡こIL̂L80●Cに加予恭し1こ確租駿で抽出し71:/

モこ7で申頼lLで 川-ニ ト.,Tここワン/11沈漉 させる.

次′ニ水でPlf.liLL,JL171過乾I紫する｡収五 21ど.

ニ IL,7 ,/-ルE,Pかニト.77,Lノ-/121t;に水

15ccとiJ鮒 33ccとtT)冷羽/E]% ･lp加える｡次に紬か,～

氷的80g･'L.加A,る｡q-rJ'況企鞄がtH采にち罷所較 y

-ダZO5g水 25{Cの折渡/2分液迎斗TL用いて約 10分

弧 二混合液の圧の/)から加 '.沃化加且転取払 こ精鋭的

)古色を与える嬢にする (並砧熊ソー1活は若干践る).

'jチ′化中のdl庶1▲〇一5.Cに托一.:tJくてほなら1=

ド.辛.-_a-10分相 挿t_p挽け,5分仰rp故する｡か

くて孜億 d-ニIp^ソ-Llyi;7′二ウムの指血沈相

がul来る｡

-/'7L/化 位行中.別に IL丸底 ブ クスゴl:i&故鼓

lCOccと水 75ccT.r･加え 沈黙沸昏eせる. 次に1/'丁

/化し1=必彬 々盛んな沸鳩Ti止めない書1't度L=加えて

ゆく｡吏l:淑分間照gVl･鰍 ナ衿に'L統水中に輔九Jこ大

ビ ーカーに7クx寸のrAl野物･i▲結きEIしくだ挿して均

一lj:緒幽泥72･つくる.柏却抜tJ渦水洗T_p行う.か くて

一灯純色の生成物引守るが,このままでは熊兵がよくな

いので四輪JI/iTH .

姐暇の L 1Zy(r所.?この粗朝 r'卜こい･74/-

ル左･.T,併すると嬉瓢に,lu色タール狭物質が出来る｡上

汝液を舶 して7-ル状扮冗･'_p除き,菌瀬をEUl載 ソ

y'三 11L･ペン<ソの合成まilの過馳 ま御 岳する,

バ〇･, NTT･.
LJく: 1ヽLllヽlI

(ゝ 憲 +竺 eTI-I()-N｡,
0日
l

(yN.,
一〆て中和すると …-ニ ト.I71ノールの狐 色拙ur

を蓋うtる｡1枚Jk8g.

b) 中性 r,･一三 日･フェノー̂ ･舟

中也 o一二十.,7 1ノ-ルTp合成する方法と殆んと

同じである｡しかし女縫 度は環化･L･ダネ'/.)ムを加

えると._tl=50'C,右脚 を加えると母7g'CIC荷 )

M-■トt･フェノール 8g/2(氾ccH20

llgO 0.6ど

Pb(CHICOO)亡 933g/50ccflと0

生丘q4加工沃茶色で.収史は 9gである.

⊂) 幼毒性 ･･)-ニ ト.･ 71/ -Jt-蘇

脳 性･)-ニトt･フェノール東を合成する方法と同様

である.弊政例は次の送り｡

反応沌推 古DoC
lll-1トt17.1/-ル 】2JEJ2Ch H･O

NnOH 7袖 2q)(:cH!O

Pb(NOl)2 303gJI50ccH･O
DHの苅LPも28が戒厳で行う.ナくて灰桃色の地 物

が柑ちJtる.RA 30g｡

2･6) )I-こい,フユノーJL簸

TL) 中性 7,-ニ トL,7tノーILi現

先に 2i)でLn糸Tこ1r･こIt77 も/-Jt･屯使用す

る｡永さ∝kc小に lトニ ト.77Lノール 20gを投じ

50-5さ●C(=加恭し倍化マグネ'/ウL･16g を徐 七に

加えると池 上赤褐色を皐す る｡iZ過し漣液 に彪熊50

25gẐ水 2COccl=群かLJ'=液を落下する.生じに発色

棚 rziu 水洗し･ID●cT乾ftする｡収見 】3g.

b) 必 出･1･-占If,7.上/-ル舟

苛性ソ-I12gẐ水 500gl=浴し50･-55'Cに血液

したの中に】トニIE,7 .iノール 20gを帯解∈せると



砥亦色1i･晃iる｡以1号虹矧giT･･一二IF77 ち/-JV鈴

の秒合とra]櫛にして合成する.虫三成物Fi茶色であろ｡

塀億 37g｡

27) 2トジニ トロブAノール凝

a) 2･4->'ま ト F1 7 1 / -′レ

2･Li->'こい17.,/-ルLi'JJ . /-/i･のこT･F化p:

よっても山来るが1沌既が描 く,2･小>'ニtdタ L,八.ベ

ンゼンに丁ルカ971･作Ig∈せて合成す,-J方法の方がJ:

C】
J

()一･叫

0Ⅰ†

･NaOIZHbo.-ど)-h･O･･y｡C.

PiO: _TIO.

lLフクス-.E=水 L-.cc/i･入 itこ れに苛性y-1

50gJ:E侶解し加話1 乙.2～->lLI-.7タ Z7JL･ペ ソ < y

)01拝 を入れ姓托加淋し東通させ,-J.約 2時TulTTで妊茄

の泡状抱耳うt亡くな,-J 薄 まこのrin次妨に脚 色 ･21増

し,j玉IIJILニなる 軸 /J･下ると紫色の>-ニt･.1･7..

/ - ･̂y-1を締出す,-Jか{}駈念を罫する｡反応-Jt終

Jt:王SC労政脈L8(tEを･援持しTJがら徐J.に加たると文

相色の沈澱を蓋-1L,-J｡光/?)J(祝しT=伐凪乾すろ｡収忠

85g.

この外(:EJl暇 ソー〆/'･リユ1--ク｡ルベンゼンr:作

用させて24時rfn姉!?して加数･lL'る7J技もあるが苛性 ソ

-ITL･作用させるJJ淡の万がよい｡

b)rF性2lr-ゾェ トrlブJ,/-A-飽

反i&呈BZまTO'Cがよい｡

2･<一tJ丘トE･? ▲ノール 15gIS〇ccH･O

MgO 06g

PZ)(CH,COO)! 132g,7cccHtP

牧丘 13.5g

生成物は梁的色である｡

C) 蛸 gI2･1-i,'こ い,フJノー碩

反応温度TO●C
2･4->'ニ T･G7,/-ル 15g′LIu53ccHD

NaO11 65gF33ccHP

Pb(NOJ)亡 27grZ35ccH≠)

生成物は茶巴棚 で,収t 3‡Ft.

2･8) 2･1･6-トリ与 ト.･7ユノールカ (tf} l;yrt

飽)

NHゥ
/

2C-NEJNHe+2NnNO･ 一･
＼

N11

a) 中性-2.･46-TJ)こ い 77 ../-ル抑

圧応温良17O-75'c
t'タ9/搬 SOAtI750ccH･O

MgO 25Ft

Pb(CPI3COO)! 36山L80JlcH･.O

生成鰍 工皿 針状瓜である｡収J一talli.

b) 塊茎陸 2･4占-1.リ

反に'塩腔

t'タ'Jy桓

NaOl†

Pb(CrLCOO)_

2_%横溢でpElを 5.6-

1C'C で行う｡牧丘 57Ji.

2)̀) y'~/ 'こ tp7

iT･rr?▲ノール於

50°C
30g

瓜 5秒L2α)CCHP

ia.叫?17ccll･0

附近 (=A2秒十,.J.tt虫.王

ノール くDDNP)

ビ7クミン殿 ソー′か',常tE､!二従って合成し一二｡即

5'L'7クーソ賎 ソー1 60g.Jk 650m nz捷辞 しILが

r}93'clこ故nr.JA指 せる.派は好赤性をlLiす-a.tT

7クミyポ y-F'三完全:こけだi併しないので作ZR曲

する｡逆浪 まn'C(J_おいて 】:N姐他 日iccI:fi宮下
してで}クミン辰五･締出させるdこの液rZ0-4◆Cま

で冷符してから適用尼 ソ-I3611と水 3∝kcの派を

F訂1して-/'Tンr化IJ行う.池 土井栴色にg:I I)I)INP

のtFrJ丘が出来,-A｡浦下終了技もflJ30分や出花拝を抜け次

いで捜迅する｡水u:3m錐 T t=1.ン7.'1粥 を･行 う｡

DDNPに7-七 トン的7fT昔風fi･加 ..,て加起し,5,5;妓

漣過し,満城i_IDDNPに対し 30-･40倍虎の冷水中

に狂いでt*品を締出;.せる.指血 よ舶 洗淋し<C一己D

'Cで屯噂する｡収t38g.
2･1()) ナ トクi=y

X併載~ こ/ Jニy'y 30g ･'(水 l00cc申'=加

える.之rこメナ～▲レL,i;2滴rl加え SN 後転~滴

定L pH耗払拭でiE謙 :75-72に3I酔 T-る｡ま藁

を加えてめくとy～熊 〝スを発生し液は並明と11-る｡こ

の際液温は50-的'CとしてBE押frよく行bなけN i

lA'ちない｡沈毅,i･完全r:ll-くf=ナJこ桝 こここで5C%妨

椴的 t∝ を加えてメナ/,オV ン>'のIur.よで plTを

もってくる｡次に漂tnL/jO●C附近(:して硬甜 ジー

F 2ag上水 ICCk:CのiYil液ケ L瓜 =加え.以後温度を

･15◆C附三圧に粍つ,lC分位するとTトワ･･･ソが析 出を

始める｡3時rulZt狩ft秒 ナT=鎌冷却して湖 水託し放

伐l:T rv7-ル射水十石｡反収 三次の跡 二羽わさnる｡

韮二 ) c N -N･11.p- F,:i:NE.･･,,･0
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貯 V:泌 担 )} 畑 il J= 放 て 207

釈放 2ig 朕頼 ソーダ 2日 gを水 9=Oc亡に打順 する. こilJf

2ll) '}ニ トE･ソレ//-シソ蔚 加ださして 75-80oC z=促ち/'- llPソVブルンソ33g

tL) >'古 Il･yV //レシソ を添加してrrA,㍍させる｡酷較2cc,>水15亡Cで附 し

ニ トロソ化には常浅近 .〕証硝酸 ソーダと故較を使用 て加え.nLe=75-5OoCに於で朽畷月168g を水 600

する｡V/ルシソ 20g を水 750ccに懸濁させ,そJL eCにrr.,併しに舵,i,よく甥拝しながら滴下する｡ 次に

I:aEm較 ソータ 2占1gを水 3土3ccに17,併しT=鞭J:f加 15oCikJ冷却してから蛾 記し首B過して 7/レヨー/レ那水

九る｡これ{1･冷却し5-7oCにおいて98%托較 182Jよ し風乾~する,収盈 62g.

と水HSccの汝,>流下すると明るい亦桃色の沈数を姓 水研妃を行 うあT=T)町手洗武=氏の軌官,uI本件=

する｡ とく洗任し漣過しに校風乾する｡ 蛇の拍カ.こtu 所ヲi常に大であっJこO之巧のJn氏E:細

沢愚 38g. 誠なる帥恐を我する｡

b) リニ トF,′V//i･ノン節

StudleSOfJ1,1('etT)aJ)ctLlnatCrS(VTl)

TheSynthesISOfTgmtlnnChnrget'

Sh汀OKmosh】ta

Sho｣lNa)(ahara

Wesy!lthesIZCdTlOrmalandbasICSa】ts 】etl(1dlr)ltrOSOreSOIc]noltodeteLlmnct71C

of21mLrorcsolclnOl.24-dlIlltrOreSOIclllOJ, re),lLzonsbet＼l′eellthemo】ecll]arstrL1CtUlC

2･′ト6trlmtrOreSOIclnoZ,'卜,m-,良lHllLr()- al1dthercqu･sILeprOpertleSaS lg】11tLO11

phe7101.2トdl一一LtrOphenol.and246-trlmt- Charges

ropheno】.andthekno､vnlgmt】onchalgcs IVe(!cscrlbcdonlhlSreporttJlemetho{1

81lChasd)(lZOdln】trOpLlel10】Letrazcne,̀lnd ofthe sy-lLhesISOEthese】gn]t】oncharges

純 音

管 状 薬 包 の 爆 轟 に 裁 て

(BE梢 31メll11J28TZ A,'m)

砺 LLl 先 王ll 鴫 桁

(ロヰニカ- 1) ノトrT.'jC公at陀1rrエ鳩)

蛸Ayi･13状にして了fつTこ瑚 金二放てはンたJご稚JF.5-/i･)>ナ.I

い｡′そ､判岩:ニ於てほ現状粗iFtとして究 カープ･/トL/m

門m形yi態の中亡朋 に沿って孔を通した管状灘包の いf=岬の訳千の耕 結果{,冨En.,文机郷 間紗 二つLt

悌矧 こ放ては,Woodheadl),Su】LnnOff三)執 こよって 快即し■こ｡

厳刑せられて軒r),什ヒの桔紫に上れ'f中心空孔内を機

細駁 tりも迎 :軌繋igE及こ.'耗泣Kス流が抗.t.七端:二
拭料及びiPLE定義畳

放て hlunroc効灘･'!･示す,又頒藁自身の浄洩 ら孔の 択慣･三先 カ ー,･ッ 71を紙El中 二恨比盃 lZ2に盤城

なし狩連繋包エT)も柑六一る耕tJ･詔Y,らil●二.之噂は して用･.､'=｡中▲Ltニ空孔,lpあ'するに:上,!JI累の盟絞L7Z)

何れもPETN.TNT, ナ †つ一/-の如 き市陸棚 の*JL)二千の所苛の孔匹を外径とするガクス托一ン3iZzL

を用,.'こ紙 てもって,1'_%用粉状増兵のfL;上牧は迎 てわき,上記拒比JEニtjI繋LT.:13綾内民を訊-gね抜静
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